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Serial Dilutions of Antibody
—— Control Antigen = 100xg —— Antigen=10ng

—— Antigan=30ng —— Antigan=100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	Kruppel様因子（KLF）は、広く発現しているジンクフィンガー転写因子ファミリーです。KLF2は、脂質結合受容体S1P1（S1PR1; MIM 601974）およびセレクチンCD62L（SELL; MIM 153240）の発現を促進することで、T細胞の移動を制御します（Weinreich et al., 2009 [PubMed 19592277]による要約）。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	A431 (1)、U937 (2)、NIH/3T3 (3)、Raw264.7 (4)、SPC-A-1 (5)、SK-MES-1 (6)、およびMOLT4 (7)細胞溶解物に対するKLF2マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。

